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令和８年度 

全国学力・学習状況調査の概要 
御前崎市教育委員会   

国語の結果分析 

「学習」に関する調査結果 

小学校６年生 中学校３年生 

国語 算数 国語 数学 英語 

▲ ▲ 〇 〇 ▲ 

 

 

全国平均正答率と比較して 
☆ ＋６ポイント以上 
◎ ＋２ポイント～＋６ポイント 
〇  －２ポイント～＋２ポイント 
△ －６ポイント～－２ポイント 
▲ －６ポイント以下 
※中学英語は IRTスコアでの比較 
  (IRTについては次ページを参照) 
 

良
好 

◇個別の問題 
・資料を活用するなどして、自分の考えが伝わる
ように表現を工夫することができるかをみる問
題（思考・判断・表現） 
・話や文章の種類とその特徴について理解する
ことができるかをみる問題（知識・技能） 

課
題 

◆類型別 
・「言葉の特徴や使い方に関する事項」の問題 
・「話すこと・聞くこと」の問題 
◆個別の問題 
・学年別漢字配当表に示されている漢字を文の
中で正しく使うことができるかをみる問題 
（知識・技能） 
・相手に伝わるように、理由や事例などを挙げな
がら、話の中心が明確になるよう話の構成を考
えることができるかをみる問題 
（思考・判断・表現） 

 

良
好 

◇類型別 
・「情報の扱い方に関する事項」の問題 
・「思考・判断・表現」の問題 

◇個別の問題 
  ・文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章の
中で使うことができるかをみる問題 
（知識・技能） 
・表現の効果を考えて描写することができるかを
みる問題（思考・判断・表現） 

課
題 

◆類型別 
・「言葉の特徴や使い方に関する事項」の問題 
・「知識・技能」の問題 

◆個別の問題 
  ・助動詞の働きについて理解しているかをみる
問題（知識・技能） 
・語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味
をとらえることができるかをみる問題 
（知識・技能） 

 

【分析メモ】 
昨年度に引き続き、小学校、中学校と
もに「言葉の特徴や使い方に関する事
項」について、全国と比較して課題が
見られました。言葉の意味を理解する
だけでなく、実際の文脈に応じて適切
な言葉を使い分けたり、表現を選び直
したり、言い換えたりする力を高めてい
くことが求められます。中学校では、
「情報の扱い方に関する事項」の問題
で全国平均を上回りました。情報と情
報の関係性を読み取り、目的や状況に
応じて適切な表し方を選ぶ力が身に
付いてきています。 
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算数・数学の結果分析 

良
好 

◇個別の問題 
・体積の意味について理解しているかをみる問
題（知識・技能） 
・数を四捨五入して、概数で表すことができるか
をみる問題 

 （知識・技能） 

課
題 

◆類型別 
・「変化と関係」の問題 
・「知識・技能」の問題 
◆個別の問題 
・整数と小数の減法の計算をすることができるか
をみる問題（知識・技能） 
・単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表す
目盛りを捉えることができるかをみる問題 
（知識・技能） 
・基準量、比較量、割合の関係が正しく表されて
いる図を選ぶことができるかをみる問題 

 （知識・技能） 

 

良
好 

◇類型別 
・「数と計算」の問題 
・「知識・技能」の問題 

◇個別の問題 
・事柄が成り立つ理由を文字を使って説明する
ための方針を立てることができるかをみる問題 

 （知識・技能） 
・同類項の意味を理解しているかをみる問題 
（知識・技能） 

課
題 

◆類型別 
・「関数」の問題 
・「思考・判断・表現」の問題 
・「記述式」の問題 

◆個別の問題 
  ・数学的に表現したことを事象に即して解釈し、
問題解決の方法を数学的に証明することがで
きるかをみる問題（思考・判断・表現） 

  ・累積度数の意味を理解しているかをみる問題 
    （知識・技能） 

 

【分析メモ】小学校では「変化と関係」、中学校
では「関数」、小学校・中学校ともに「データの
活用」の問題で、全国と比較して課題が見られ
ました。伴って変わる二つの数量の関係を見出
したり、収集したデータを表やグラフに整理・分
析したりする力を高めていくことが必要です。ま
た、そこから分かることを、根拠を明らかにしなが
ら説明する力を身に付けていくことも求められま
す。一方、中学校の数学では、「数と式」の問題
で全国平均を上回っており、基本的な計算の技
能や数学的な概念の理解が身に付いています。 

中学校の英語については、他の
教科とは異なり、平均正答率では
なく、「IRT スコア」を用いて学
習の達成度を示しています。 

IRT スコアとは、単に正解した
問題の数だけでなく、問題の難し
さなども考慮して算出する指標
で、数値が高いほど学習の達成度
が高いことを示します。 

各教科の問題は「国立教育政策研究所 HP」

で見ることができます。↓↓↓ 
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 
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https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
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御前崎市スクラム運営協議会重点項目「早寝・早起き・朝ご飯」に関する指標について 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

英語の結果分析 

「生活」に関する調査結果 

良
好 

◇類型別 
   ・「書くこと」の問題 
  ・「知識・技能」の問題 
◇個別の問題 
・日常的な話題について、目的に応じて、必要な
情報を聞き取ることができるかをみる問題 
（思考・判断・表現） 

  ・音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの知
識を、読むことによる実際のコミュニケーション
において活用できる技能を身に付けているかを
みる問題（知識・技能） 

課
題 

◆類型別 
・「読むこと」「話すこと」の問題 
・「思考・判断・表現」の問題 
◆個別の問題 
・日常的な話題について、事実や自分の考え、気
持ちなどを整理し、まとまりのある内容を話すこ
とができるかをみる問題（思考・判断・表現） 
・日常的な話題について、短い文章を読み、概要
を捉えることができるかをみる問題 
（思考・判断・表現） 

 

【分析メモ】「読むこと」「話すこと」「思考・判断・表現」の問題について、課題が見られました。文章全体の
話の流れや筆者の意図、出来事の前後関係などを正確に読み取る力や、与えられたテーマや問いに対し
て既習の単語や表現を用い、自分の考えとその理由を筋道立ててまとめる力、実際のコミュニケーションの
中でまとまりのある内容を話す力の育成が必要です。基本的な単語や文法、リスニングや視覚的支援があ
る状況において内容や要点を捉える力は、身に付いてきています。 

単位％ 

毎日同じくらいの 
時刻に寝ている 

毎日同じくらいの 
時刻に起きている 

朝ごはんを 
毎日食べている 

本市 全国 本市 全国 本市 全国 

小学６年 76.6 82.8 88.7 90.7 93.3 93.3 

中学３年 81.0 80.5 92.6 92.4 92.9 90.9 

 

調査データから、規則正しい生活習

慣、特に「早寝・早起き・朝ごはん」

と、児童生徒の学力との間に関連が

見られます。こうした生活習慣は、学

習に落ち着いて取り組むための基盤

の一つと考えられます。本市では、学

力向上を支える生活面の重点とし

て、今後も「早寝・早起き・朝ごはん」

を大切にしていきます。 

また、本市は全国平均と比べて、１

日当たりの SNS や動画視聴の時間

が長い傾向も見られました。規則正

しい生活習慣を整えるためにも、

SNS や動画などの利用時間を適切

に管理し、睡眠や学習の時間を確

保することが大切です。 


